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１ 

 

 
 
 

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
水
収
支
解
析
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

国
土
交
通
省
が
提
案
し
た
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
静
岡
工
区 

有
識
者
会
議
」
（
以
後
、
有
識
者
会
議
）
が
会
合
を
重
ね
る

う
ち
に
、
静
岡
県
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
間
の
最
大
の
争
点
で
あ
っ
た
水
問
題
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

水
収
支
解
析
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

他
方
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
二
〇
二
〇
年
四
月
～
六
月
期
連
結
決
算
が
七
百
二
十
六
億
円
の

赤
字
を
抱
え
、
東
海
道
新
幹
線
の
利
用
客
は
前
年
度
比
八
十
四
％
減
で
あ
り
、
今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
と
の
見
通
し

を
示
し
て
い
る
。 

 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
内
閣
府
の
国
土
強
靭
化
推
進
本
部
が
二
〇
二
〇
年
六
月
十
八
日
に
公
表
し
た
「
国
土
強
靭
化
年
次

計
画
二
〇
二
〇
」
で
、
「
建
設
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
が
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
・
協
力
し
つ
つ
、
整
備
を
推
進
す

る
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
事
業
の
進
捗
は
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
公
共
投
資
や
民
間
投
資
に
も
大
き
く
影
響
す

る
。 

 

重
要
な
局
面
に
直
面
し
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
の
政
府
の
認
識
を
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

第
一
回
有
識
者
会
議
（
二
〇
二
〇
年
四
月
二
十
七
日
）
の
国
土
交
通
省
鉄
道
局
長
の
冒
頭
発
言
と
資
料
に
よ
れ
ば
、
静
岡



 

２ 

 

県
は
、
県
独
自
の
検
証
を
行
っ
て
お
り
、
県
の
専
門
部
会
の
委
員
や
県
職
員
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
議
論
が
か
み
合
わ
な
い
こ
と

が
、
国
土
交
通
省
が
有
識
者
会
議
を
立
ち
上
げ
た
理
由
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
が
、
こ
の
認
識
で
間
違
い
は
な
い
か
。 

二 

有
識
者
会
議
で
扱
う
論
点
の
う
ち
二
つ
は
、
「
ト
ン
ネ
ル
湧
水
の
全
量
の
大
井
川
表
流
水
へ
の
戻
し
方
」
及
び
「
ト
ン
ネ

ル
に
よ
る
大
井
川
中
下
流
域
の
地
下
水
の
影
響
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
有
識
者
会
議
が
科
学

的
・
工
学
的
な
議
論
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
で
間
違
い
は
な
い
か
。 

三 

有
識
者
会
議
開
催
に
つ
い
て
国
が
静
岡
県
に
つ
い
て
提
案
し
た
際
、
静
岡
県
か
ら
は
、
以
下
の
五
事
項
の
確
保
が
要
望
さ

れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
国
は
確
保
し
て
い
る
の
か
。
五
事
項
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

会
議
は
、
透
明
で
あ
る
こ
と 

 
 
 

会
議
は
、
全
面
公
開
で
行
い
、
静
岡
県
と
Ｊ
Ｒ
東
海
の
こ
れ
ま
で
の
対
話
の
内
容
を
よ
く
踏
ま
え
た
上
で
、
県
民
に
わ

か
り
や
す
い
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と 

 

２ 

議
題
は
、
引
き
続
き
対
話
を
要
す
る
四
十
七
項
目
全
て
と
す
る
こ
と 

 
 
 

貴
職
御
提
案
の
二
項
目
だ
け
で
な
く
、
生
物
多
様
性
、
水
環
境
等
を
含
む
こ
と 

 

３ 

会
議
の
目
的
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
の
指
導
と
す
る
こ
と 



 

３ 

 

 
 
 

こ
れ
ま
で
の
県
と
Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
間
で
行
わ
れ
て
き
た
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
対
話
を
評
価
し
た
上
で
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に

対
し
て
デ
ー
タ
等
に
基
づ
く
適
切
か
つ
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
促
す
こ
と 

 

４ 

委
員
選
定
は
、
中
立
公
正
を
旨
と
す
る
こ
と 

 
 
 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
静
岡
県
の
見
解
を
避
け
ず
に
議
論
の
で
き
る
人
選
と
す
る
こ
と 

 
 
 

議
題
に
関
連
す
る
省
庁
の
専
門
家
や
県
の
推
薦
者
（
専
門
部
会
長
等
）
が
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と 

 
 
 

利
水
関
係
者
等
地
元
住
民
の
代
表
者
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
で
き
る
こ
と 

 

５ 

会
議
の
長
は
、
中
立
性
を
確
認
で
き
る
者
と
す
る
こ
と 

 
 
 

Ｊ
Ｒ
東
海
の
設
置
し
た
委
員
会
や
県
の
専
門
部
会
の
委
員
、
利
害
関
係
者
等
を
除
く
こ
と 

 

四 

二
〇
二
〇
年
七
月
十
六
日
開
催
の
第
四
回
有
識
者
会
議
で
Ｊ
Ｒ
東
海
が
示
し
た
水
収
支
解
析
に
よ
れ
ば
、
南
ア
ル
プ
ス
国

立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
及
び
特
別
地
域
内
の
地
下
水
位
が
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
低
下
す
る
。 

 
 

こ
の
解
析
に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
中
央
新
幹
線
対
策
本
部
長
で
あ
る
難
波
静
岡
県
副
知
事
が
、
「
こ
の
内
容
は
、
環
境
影

響
評
価
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
本
県
と
し
て
も
初
め
て
目
に
し
た
も
の
で
す
」
と
二
〇
二
〇
年
八
月
十
三
日
に
環

境
省
の
和
田
総
合
環
境
政
策
統
括
官
に
宛
て
た
「
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
静
岡
工
区 

有
識
者
会
議
」
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海



 

４ 

 

が
行
っ
た
水
収
支
解
析
に
つ
い
て
」
（
以
後
、
「
水
収
支
解
析
に
つ
い
て
」
）
で
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
重
要
な
水
収
支
解
析
が
、
環
境
影
響
評
価
書
に
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価

法
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
か
。 

五 

環
境
省
は
「
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
）
に
係
る
環
境
影
響
評
価
書
に
対
す
る
環
境
大
臣
意
見
（
二
〇
一
四

年
六
月
）
」
で
、
「
山
岳
ト
ン
ネ
ル
部
の
湧
水
対
策
は
、
事
前
に
精
度
の
高
い
予
測
を
行
っ
た
上
で
対
策
を
検
討
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。 

 
 

精
度
の
高
い
予
測
を
確
保
し
、
そ
れ
が
信
頼
さ
れ
る
た
め
に
は
、
環
境
影
響
評
価
書
が
公
開
さ
れ
、
そ
こ
に
十
分
な
情
報

が
記
載
さ
れ
、
客
観
的
な
検
証
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
検
証
可
能
性
に
こ
そ
、
環
境
影
響
評
価

の
高
い
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
か
。 

六 

静
岡
県
の
「
水
収
支
解
析
に
つ
い
て
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
「
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
及
び
特
別
地

域
内
の
地
下
水
位
が
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
低
下
す
る
」
と
の
解
析
結
果
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
「
解
析
に
お
け
る
初
期
の
地

下
水
位
（
工
事
前
）
は
実
測
値
で
は
な
く
、
計
算
上
の
推
定
値
で
あ
り
、
工
事
中
、
工
事
後
の
地
下
水
位
計
算
結
果
も
い
く

つ
か
の
仮
定
を
置
い
た
上
で
の
計
算
値
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
モ
デ
ル
で
は
、
断
層
等
の
地
質
構
造
を
踏
ま
え



 

５ 

 

た
地
下
水
位
の
変
化
は
考
慮
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
計
算
結
果
の
信
頼
度
に
つ
い
て
は
不
確
実
性
が
高
い
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
地
下
水
位
の
低
下
に
つ
い
て
は
、
静
岡
市
が
別
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
解
析
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
解
析
結
果
で
は
、
断
層
に
沿
っ
て
地
下
水
位
が
低
下
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
モ
デ
ル
と
は
明
ら
か
に
解
析
結
果

が
異
な
り
ま
す
」
と
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
県
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
行
っ
た
水
収
支
解
析
に
基
づ
く
地
下
水
変

化
の
計
算
結
果
に
つ
い
て
、
更
に
検
証
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
が
、
そ
の
参
考
と
し
て
、
本
問
題
に
つ
い
て
の
貴
省
の
取

扱
い
方
針
に
つ
い
て
、
御
教
示
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
」
と
環
境
省
に
求
め
て
い
る
。 

 
 

「
計
算
結
果
の
信
頼
度
に
つ
い
て
は
不
確
実
性
が
高
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
た

国
土
交
通
省
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
有
識
者
会
議
が
「
科
学
的
・
工
学
的
な
議
論
の
場
」
と
な
る
と
考
え
る
か
、
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

国
土
交
通
省
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
で
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
を
結
び
、
巨
大
な
経
済
圏
の
形
成
を
目
指
す
「
ス
ー
パ

ー
・
メ
ガ
リ
ー
ジ
ョ
ン
構
想
」
を
策
定
し
て
い
る
が
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普

及
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
変
化
し
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
必
要
性
は
相
対
的
に
減
じ
た
。 

 

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
も
た
ら
し
た
社
会
情
勢
や
経
済
状
況
の
変
化
の
観
点
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
・
メ
ガ
リ
ー



 

６ 

 

ジ
ョ
ン
構
想
や
国
土
強
靭
化
年
次
計
画
二
〇
二
〇
の
見
直
し
を
、
政
府
は
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

２ 
静
岡
県
は
「
引
き
続
き
対
話
を
要
す
る
四
十
七
項
目
」
を
議
題
と
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
水
収
支
問
題
だ
け
で
も

解
決
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
事
業
期
間
の
長
期
化
は
避
け
ら
れ
ず
、
事
業
費
の
増
大
は
必
至
で
あ
る
。
国
は
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
の
推
進
に
、
現
在
ま
で
に
ど
れ
だ
け
の
公
費
を
費
や
し
、
税
の
減
免
を
与
え
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
、

そ
の
費
用
対
効
果
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
、
現
時
点
で
の
評
価
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

未
着
工
の
静
岡
工
区
以
外
の
着
工
済
み
の
工
区
で
、
水
枯
れ
、
土
砂
崩
壊
、
地
下
水
の
湧
き
だ
し
、
陥
没
事
故
、
有
害
物

質
の
発
生
等
が
起
き
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
国
土
交
通
省
と
し
て
把
握
し
て
い
る
、
工
事
に

伴
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
工
区
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


